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WinterCHALLENGE2009実施報告

ＷｉｎｔｅｒＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００９ＷＧ長物質生命化学科森村茂

１．はじめに

冬のWINTERCFIATJENGEは製作コンテストで、

テーマは今回で３年目となる「あかり」を継続しまし

た。応募件数は合計９件と少なかったものの、これま

での作品を超えるための様々なアイデアや工夫を盛り

込んだ作品が製作・展示されました。コンテストへの

連続出場者も見られ、確実な作品の進歩が審査員を感

心させる場面もありました。

詳細は後述しますが、建築学科２年浦川史親さんの

作品「labyrmth」が最優秀賞を受賞しました。他の受

賞作品も含めてものづくり創造融合工学教育センター

でしばらくの間展示していますので、気軽にお立ち寄

りください。

１６:５０～１７:OOWinterCHALLENGE2009表彰式

１７:００閉会挨拶

今回の応募件数は合計９件で、１件は参考出品でし

た。1次審査には５件の作品が通過し、２次審査の結

果、最優秀賞1件、優秀賞２件、入賞２件が選考され

ました。審査方法については、１次審査では審査委員

および学生と教職員によるシールでの投票が実施され、

審査委員：大３票、教職員：小３票、学生：小ｌ票の

投票形式としました。得点算出では審査委員票２点、

教職員および学生票１点として合計点で順位付けを行

い、上位５作品を１次審杳涌過作品として選出しまし

た。２次審査では、審査委員１２名による審査が行わ

れました。申し込み順に５分程度のプレゼンテーショ

ンを行い、「作品製作目的・着眼点｣、「アイデア・独創

性｣、「作品の完成度・製作技術｣、「作品説明のわかり

やすさ｣、「テーマとの関連性」を評価項目として審査

が行われました。各１０点満点で評価し、合計点で順

位付けを行い、総合点の最も高いものとして最優秀賞

（1件）を選びました。また、着眼点十独創性の得点

が最も高いものとして優秀賞（1件)、および製作技術

の得点の最も高いものとして同じく優秀賞（１件）を

選出しました。１次審査を通過した他の２作品は入賞

となりました。以下に各作品を紹介します。

２．実施概要

今回は、以下のスケジュールで実施しました。

１２月２日テーマ決定（あかり'09）

１２月１６日ポスタ－配布、参加申込受付開始

１２月１９日ＷＥＢ受付ページ設置

１月３１日参加申込締切（２月１６日まで延長）

２月２７日出展作品受付(ものづくり創造融合工学教

育センター）

３月３日１０：３０～１３：００１次審査（投票）

１４：２０～２次審査（プレゼンと質疑）

１６：５０～表彰式（学部長より）

審査会場…工学部２号館２１２教室（1次審査)、２１１

教室（最終審査）

なお、３月３日は平成２０年度のものづくり成果報

告会と合同で、下記のプログラムで実施されました。

最優秀賞：「labyrinth」

建築学科２年浦川史親

製作者コメント：Labyrmlh（迷路）、不思議な空間
に惑い、道筋はあらゆる方向に伸びる。そんな軌跡を

レーザーを使って表現しました。インテリアデザイン

照明となり、遊戯にもなる。光の軌跡は、自分だけの

模様にできる。

１０:３０～１７:００プロジェクト成果報告ポスター掲示

ただし,１２:００～１２:４０は代表者待機で質疑応答

１０:３０～１３:ＯＯＷＩＮＴＥＲＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００９

１次審査
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１０:３０開会挨拶

１０:３５～１１:５０プレゼンテーション（１）５件

１２:５５～１４１０プレゼンテーション（２）５件

１４:２０～１５２０ＷｉｎｔｅｒＣＨＡＬＬＥＮＧＥ２００９

最終審査会

１５:３０～１６ｓＯ学生プロジェクトプレゼンテーション
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優秀賞：「水波紋投影機」

機械システムエ学科機械系２年山之内寛貴、

山崎剛志、吉田浩平

製作者コメント：イルミネーションオブジェ。モー

ターによる水の揺らぎが織り成す波紋を、下からの強

い光によって壁や天井にその波紋を投影させます。日

差しの中で水面の反射に揺れる光の束を演出しました。

鰄回鶴Ijl

熱 簔壽二二

囮 画一‐■

－U｣

ilmn雪一
噸
0｣

桜

､、､`
Ｕ

入賞：「赤い靴」

情報電気電子工学科１年吉富仁

製作者コメント：環境問題を考えた持続可能なエネ

ルギーとしてソーラーパネルを使って動かしました。

ソーラーパネルが一生使えるエネルギーであることと、

アンデルセン童話「赤い靴」の一生踊り続けるという

内容をかけて、舞踏会でクルクルと踊り続けているイ

メージで作りました。

優秀賞：「文字が現れる壁（光る壁）」

機械システムエ学科機械系２年蒲原大記

情報電気電子工学科２年坂本達郎

マテリアルエ学科１年長江誠二

製作者コメント：単なる白い壁に見える物体に、突

然文字やパターンが現れる。乳白色のアクリル板の後

ろに64×64の赤色ＬＥＤを設置。ＬＥＤはマイコンを使

用して制御し、タイマーやセンサーにより突然文字や

パターンを表示させます。
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３．今後の検討課題

昨年、一昨年に引き続いて、同じ「あかり」をテー

マに選定したことで、作品の水準や工夫の仕方に向上

が見られました。ただ、多くの作品に参加してもらえ

るような工夫が足りなかったために、作品の出展数が

少なかったことが大きな問題点として残りました。２

月末の締め切りでは各学年ともに後期試験や卒業論文

の発表・仕上げの時期と重なるので、講義・演習に製

作コンテストを組み込むなど、プログラムとしての取

り組みが必要であると考えられます。その点では、平

成２１年度は「ものづくりデザイン演習I,Ⅱ」が各学

科共通の講義として組み込まれましたので、平成２１

年度には学生の活発な参加によるコンテストの充実が

期待できます。

1Ｊ

入賞：「光るカーボンナノチューブ」

マテリアルエ学科４年布井啓也､中島大介、

重野充伯、岡部史典、今田慧

製作者コメント：次世代材料であるカーボンナノチ

ューブをモチーフとしたものです。作品の下に炭を配

置し、中に灯りをともしました。中央から上に向かっ

て伸びる筒でカーボンナノチューブを表現しています。

身近にある炭素から次世代材料が作ることができるこ

とを表現しました。
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